
経経 営営 戦戦 略略
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有価証券利息

6預金利息

その他

手数料

経費

信託報酬

12

貸出金利息

プラス要因マイナス要因

●コア業務純益の前期比

（合計）21 12

0

●対前期比増減見込

市場見通し不透明なため、
有価証券損益はネットで0計上

1

2

（億円）

【単体】

業務粗利益 302 299 ▲3

資金利益 269 269 ▲0

役務取引等利益 24 28 ＋4

役務取引等利益（除く信託報酬） 18 21 ＋2

信託報酬 5 7 ＋1

その他業務利益 8 1 ▲6

国債等債券損益 7 ▲0 ▲7

経費（除く臨時処理分） 192 205 ＋12

コア業務純益 103 94 ▲9

一般貸倒引当金繰入額 ▲0 1 ＋1

業務純益 110 92 ▲18

臨時損益 ▲17 ▲13 ＋3

株式等関係損益 ▲5 0 ＋5

不良債権処理額（臨時費用） 16 16 ▲0

経常利益 93 78 ▲14

特別損益 ▲0 ▲0 ▲0

当期純利益 54 47 ▲6

与信費用 16 17 ＋1

開示債権比率 1.64% 1％台 －

25/3期 26/3期 前期比

8

1

（億円、％）

平残 利回 利息
＋338 ▲0.134 ▲8

（＋326） （▲0.135） （▲8）

有価証券 ＋139 ＋0.016 1

＋50 ▲0.03 ▲6
（＋170） （▲0.047） （▲7）

その他 － －
▲0

（▲0）

合　　　計 － －
▲0

（＋0）
注）（　）書きは信託勘定を含んでおります。

預金

貸出金
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25/3期実績 27/3期目標

コア業務純益 103億円 100億円台

コア業務純益ＲＯＥ 9.54% 9％台

資金量（平残） 1兆7,065億円 1兆7,700億円

融資量（平残） 1兆1,547億円 1兆2,200億円

開示債権比率 1.64％ 1％台

コアＯＨＲ 65.14％ 60％台後半

自己資本比率 11.88％ 12％台

ＲＯＥ（連結） 5.26％ 5％台

※ＲＯＥ算式 当期純利益
（期首株主資本＋期末株主資本）÷2



生活密着型（消費者）
ローンの推進

リテール営業推進のハイブリットエンジン

情報の一元化・共有化
OCEANシステム活用による効率的な営業

預かり資産の増強
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Ocean統合データベース

Ocean Ocean -- SystemSystem

営業営業//計数管理計数管理 融資支援融資支援((顧客審査顧客審査)) 禀議支援禀議支援((案件審査案件審査)) 決算決算 外部報告外部報告

・行動管理・行動管理
・顧客管理・顧客管理
・検索・検索
・計数・収益管理・計数・収益管理
・業容・業容((ﾏｰｹｯﾄﾏｰｹｯﾄ))管理管理

・顧客審査・顧客審査
概況調査概況調査
財務分析財務分析

・格付審査・格付審査
・自己査定・自己査定
・モニタリング・モニタリング

・案件管理・案件管理
・案件審査・案件審査
・・SBSBスコアリングスコアリング

・禀議書作成・禀議書作成
・円滑化管理・円滑化管理
・ワークフロー・ワークフロー

・貸倒引当金・貸倒引当金
・無税化ｽｹｼﾞｭｰﾙ・無税化ｽｹｼﾞｭｰﾙ
・償却・バルク・償却・バルク
・その他固定資産・その他固定資産
・他多数・他多数

・金融庁報告・金融庁報告
・日銀報告・日銀報告
・地銀協報告・地銀協報告
・県制度融資報告・県制度融資報告

収益管理システム収益管理システム 自動審査システム自動審査システム 財務登録システム財務登録システム 保険窓販システム保険窓販システム

総合債権管理システム総合債権管理システム

担保評価システム担保評価システム

人事システム人事システム

地図システム地図システム

信用リスクシステム信用リスクシステム 証券システム証券システム 住宅Ｌ管理システム住宅Ｌ管理システム

経営改善計画システム経営改善計画システム

【【営業店営業店】】 【【本部本部】】

【【集中・管理部門集中・管理部門】】

勘定系システム勘定系システム

外為システム外為システム

PointPoint①①
営業店・本部からの利用営業店・本部からの利用
システムをシステムをOceanOceanへ集中へ集中

PointPoint③③
データベースを軸にデータベースを軸に

・システム連携・システム連携
・データ一元管理・データ一元管理

PointPoint②②
営業～融資～決算～報告営業～融資～決算～報告

までをまでを一気通貫一気通貫

【【外部パッケージシステム群外部パッケージシステム群】】
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（単位：億円）

県内最多のインフラを活用し、堅調に推移県内最多のインフラを活用し、堅調に推移

ローンＦＰステーションの機能強化ローンＦＰステーションの機能強化

4,233 総 額総総 額額4,478 4,732 4,968 5,180

5,180

3,658 3,883 4,121 4,333

635
611

595
574

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期

住宅ローン その他ローン



年金保険

697億円
前期比＋173億円

投資信託

452億円
前期比＋62億円

（単位：億円）

1,442 総 額総総 額額1,321 1,233 1,394

33

投資信託・年金保険を中心に販売強化を図る投資信託・年金保険を中心に販売強化を図る

1,840

※ 年金保険については、取扱額累計
※ 26/3期については、前期末残に販売目標額を加えたものであり、解約等は加味してません。
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創業期
（創業資金）

成長期
（運転・設備資金） 不況期

（金融円滑化）

転換期
（M＆A）

安定期
（運転・設備資金）

ビジネスマッチングへの取組み
お客さま企業

の発展

地域密着型金融：コンサルティング機能の発揮 ～ＳＲ活動～

国際物流への取組み

経営改善のお手伝い

事業承継への取組み



事業戦略支援室事業戦略支援室 医療福祉支援グループ医療福祉支援グループ

取り次ぎ

医 療 福 祉 分 野 の お 客 さ ま

外部専門家チーム

医療関連業者

医業経営コンサルタント

経営相談

開業支援

各種セミナー開催

最
適
プ
ラ
ン
の
提
案

医業経営支援

経営診断

介護等新分野進出支援

開業支援
事業計画

資金計画対応

沖縄銀行窓口

連携体制

35

医療経営士医療経営士
有資格者：有資格者：33名名
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『個別動産』
機械、器具等

事業戦略支援室
※営業店支援

営 業 店

沖縄銀行

お客さま（企業）

『集合動産』
在庫（商品・原材料）

動 産

『売掛債権』
でんさいネット

事業価値に基づき
動産を担保として提供

売掛金機 械在 庫

価値を見極め資金を融資
適宜経営への助言も提供

融資資金

これまで取り扱った担保事例

磁気探査機器 乳牛 車えび 田芋（ターム）
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株主還元について株主還元について

22/3期 23/3期 24/3期 25/3期
26/3期

（予想）

配当額（円） 65 65 65 65 65

配当性向（％） 15.9 26.8 26.2 24.5 28.2

自社株買い（百万円） 1,000 478 498 700 －

株主還元率（％） 27.5 36.1 35.8 37.4 －

店舗戦略について店舗戦略について

新規出店はないが、老朽化店舗のリニューアルを新規出店はないが、老朽化店舗のリニューアルを55店舗で計画中店舗で計画中


